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休薬期間に注意が必要な動物医薬品

（説明）
平成 18 年 5 月 29 日付で休薬期間の変更が行われる医薬品の一覧を示す。
休薬期間変更の経過措置として、変更後 1年間までは変更前の表示のものの流通が認められるため、この期間中に
流通する製品には、直接の表示と添付文書の記載が変更されておらず、変更内容を記載した説明書が輪ゴム等を用
いて添付されているものもある。この説明書が添付されていないものもある可能性があるので休薬期間を確認する
ことが重要である。

（定義）
「配合剤」とは、2種類以上の有効成分を配合する医薬品をいう。
「飼料添加剤」とは、飼料に添加、混和又は浸潤して投与する医薬品をいう。
「飲水添加剤」とは、飲水に添加又は混和して投与する医薬品をいう。
「経口投与剤」とは、経口投与する医薬品をいう。
「薬浴剤」とは、容器内において淡水又は海水に添加又は混和して浸漬する方法により投与する医薬品をいう。
「注射剤」とは、皮下、筋肉内、静脈内又は腹腔内に注入する方法により投与する医薬品をいう。
「外皮塗布剤」とは、外皮に塗布する方法により投与する医薬品をいう。
「外皮散布剤」とは、外皮に散布する方法により投与する医薬品をいう。
「外皮噴霧剤」とは、外皮に噴霧する方法により投与する医薬品をいう。
「乳房注入剤」とは、乳房内に注入する方法により投与する医薬品をいう。
「搾乳牛」とは、食用に供するために出荷する乳を泌乳している牛をいう。
「産卵鶏」とは、食用に供するために出荷する卵を産卵している鶏をいう。

１．従来の休薬期間が延長された動物医薬品（単剤）

網かけは平成 18 年 5 月 29 日に暫定残留基準が設定された成分を含有している動物医薬品

動物医薬品 使用対象動物 休薬期間
（変更前）

休薬期間
（平成 18
年 5 月 29
日以降）

製品の名称
（製造販売会社名）
（注意：一部の動物にのみ承認されている製品

もある）

アザペロンを有効
成分とする注射剤

豚 畜体 2日 畜体 21 日 動物用ストレスニル（三共）

アレスリンを有効
成分とする外皮塗
布剤

牛 なし 畜体 3日 キノピレン（現代製薬）

馬 なし 畜体 3日

豚 なし 畜体 3日

緬・山羊 なし 畜体 3日

ジクロルイソシア
ヌル酸ナトリウム
を有効成分とする
外皮散布剤

牛 なし 畜体 2日 スミクロール（有垣薬品工業）
クレンテ（日産化学工業）馬 なし 畜体 2日

豚 なし 畜体 5日

緬・山羊 なし 畜体 2日

鶏 なし 畜体 1日


